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図１：運動時の生体調節の概要．運動時・身体活動時には
様々な調節系が身体行動に貢献するため，統合的な視点から
評価することが欠かせません．

キーワード 体温調節、汗腺、皮膚血流、熱中症、スポーツ

専門分野 温熱生理学、運動生理学

研究の目的、概要、期待される効果

夏の暑い環境下で運動を行うと体温が過度に上
昇し、運動パフォーマンス低下や熱中症の危険が
高まります。熱中症を予防するには発汗や皮膚血
管拡張といった熱放散機能をよく理解し、高める
ことが重要です。私達の研究室では，発汗を中心
に、体温・循環・呼吸調節反応から統合的にヒト
の生体調節機構について研究しています。

具体的に測定する生体反応は様々です、例えば、
深部体温、皮膚温、局所発汗量、活動汗腺数、単
一汗腺の発汗量、汗の塩分濃度・汗腺のイオン再
吸収能力、皮膚血流量、前腕血流量、酸素摂取量、
感覚指標（主観的運動強度、温熱感、快適感、気
分評価）、心拍数、血圧などがあります（まだあ
ります）。必要に応じて、医師や看護師と協力し
ながら採血も行います。発汗に関する研究は侵襲
的・非侵襲的な方法を駆使して行っており、どの
ような神経伝達物質や受容体が関与しているのか
など、人を対象にした研究では比較的新しい知見
を見出しています。

発汗のみならず、人の生体反応を客観的に調べ
ることで新たな製品開発や健康の維持増進など、
多岐にわたる貢献が期待できる研究分野です。

関連する
知的財産
論文 等

Amano T et al., Cutaneous adrenergic nerve blockade attenuates sweating during incremental exercise
in habitually trained men. J Appl Physiol, 2018. など

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・皮膚科学、衣服、食品、産業労働、運動・ス
ポーツ、熱中症予防、健康の維持増進といった
分野でのつながりを期待しています。

発汗に関する研究では、ヒト生体内の詳細な
メカニズムを検討することができます。

汗以外にも自律神経反応など統合的にヒトの
体について研究するノウハウがあります。

運動と環境生理学研究室 http://nocchi917.wixsite.com/mysite

人文社会科学系 准教授

天野 達郎 Tatsuro Amano

ヒト運動時の体温・呼吸・循環調節反応に関する研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

図２：サーマルスーツを着た
実験の様子（左）や発汗・皮
膚血流測定（右）．H30年度
内に人工気象室（温度と湿
度を調節できる実験室）が
導入される予定です．

Laboratory for Exercise and Environmental Physiology 教育学部

医療・健康・福祉

信越化学工業(株)との共同研究による
シリコーン樹脂製ブロックシートとクッションマット製作例

※※）体位保持性能の比較

キーワード 褥瘡予防、体圧分散、体位保持、筋活動、シリコーン樹脂

専門分野 バイオメカニクス、生体医工学、福祉工学、インタフェースデザイン、プロジェクトマネジメント

研究の目的、概要、期待される効果

共同研究により、褥瘡予防を目的としたクッ
ションマットを作製可能なシリコーンブロック
シートを開発しました。本ブロックシートは、シ
リコーンゲルとシリコーンゴムから成る複合構造
を有しておおり、これを用いて作製したクッショ
ンマットは、同一形状の発泡ウレタン製クッショ
ンマットに比べ、前後左右に座面の傾けた際の体
圧分散性能が優れており※）、また重心位置移動が
小さい※※）ことを示しました。

今後、本ブロックシートが有するもう一つの特
徴であるカスタムメイドが可能な特性を生かした
応用事例開拓が期待されています。

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

医療・福祉工学

地域創生推進機構 教授

尾田 雅文 Masafumi Oda

ブロック積層型シリコーンクッションマット
～ シリコーンブロックシート用途開発 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

-20 

-15 

-10 

-5 

0 

5 

10 

-40 -20 0 20 40 60 80 

f5

F5

r5

R5

B10

L5

l5

b10

B5

b5

前
後

方
向

の
重

心
位

置
移

動
距

離
(m

m
)

左右方向の重心位置移動距離(mm)

前
方
傾
斜

 
後
方
傾

斜
 

右方向傾斜 左方向傾斜 

5度 

5度 

5度 5度 

10度 

前
方

傾
斜

 
後

方
傾

斜
 

右方向傾斜 左方向傾斜 

5度 

5度 

5度 5度 

10度 

シリコーン樹脂性マットレス 発泡ウレタン性マットレス

f5

F5

r5

R5

B10

L5

l5

b10B5

b5

※）体圧分散性能の比較

関連する
知的財産
論文 等

褥瘡予防用マットレス （特許５７７６５６９号）
褥瘡予防用セミオーダー型シリコーンブロック製クッションの試作（バイオエンジニアリング講演会論文集,2016）
褥瘡予防用シリコーン樹脂マットレスの安定性に関する研究 （JSME北陸信越支部講演論文集，2012）

ブロック積層型
シリコーンクッションマット

発泡ウレタン製
クッションマット

地域創生推進機構

WEBｻｲﾄ⇒

医療・健康・福祉

シリコーンブロックシートは、褥瘡発生予防
と姿勢安定性双方の特性を同時に有します。

ブロック積層構造を採用し、使用者の体形や
姿勢に応じた形にカスタムメイド可能です。

・医療や介護の現場で、褥瘡予防機器を開発し
ている開発者
・医療機器や介護用品を開発している企業



−86− −87−

人
文
社
会
科
学

医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

共
通
・
他
の
領
域

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・

材
料

学生による石造物調査

キーワード 民俗学、生活文化、地域、伝承、聞き書き

専門分野 民俗学、博物館学

研究の目的、概要、期待される効果

関連する
知的財産
論文 等

新潟大学人文学部民俗学研究室『新潟大学民俗調査報告書』第1集～第24集
飯島康夫・池田哲夫・福田アジオ編『環境・地域・心性－民俗学の可能性－』岩田書院、2004
池田哲夫・飯島康夫編『旧山古志村民俗資料館所蔵 民俗資料目録』2016

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・地方自治体私たちは、地域の課題解決や地域振興のため
の直接的な「答え」を提示するわけではありま
せん。そのための参考となる資料の調査や記録
を行っています。

飯島康夫研究室

写真

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

近年の新潟大学民俗学研究室民俗調査報告書

人文社会科学

人文学部

民俗学は、日々の生活の中で地域の人々に伝承
されてきた事象から、生活文化の変遷と意味を明
らかにしようとするものです。生活文化は、日常
の中に当たり前のこととして埋め込まれているた
め、文字に記録されないことも多く、いつのまに
か変化してしまいます。私たちは「聞き書き」と
いう方法、すなわち生活を実践してきた地域の人
と対話し記録するという方法によって、自覚しな
いまま変化し消えてしまった生活事象、あるいは、
何のためかわからないながらも続けている生活事
象について掘り起こして資料化します。そこから
生活事象が変化し、残存する隠れた理(ことわり)
を明らかにしたいと考えています。

個々の生活事象は、それぞれ独立しているわけ
ではなく、他の生活事象と絡み合って存在してい
ます。ひとつの生活事象を理解するためには、地
域の生活全般をできるだけ捉えることが必要にな
ります。
私たち新潟大学人文学部民俗学研究室では、こ

のような考えから研究・教育の一環として、毎年
新潟県内を中心に、ひとつの地域の生活事象全般
にわたる民俗調査を行い報告書にまとめています。
これまでに24冊の民俗調査報告書を刊行してき
ました。

民俗学による地域生活の研究

WEBｻｲﾄ⇒

人文社会科学系 准教授

飯島 康夫 Yasuo Iijima

キーワード 健康社会デザイン、運動機能評価、フィールド科学教育、ライフイノベーション

専門分野 応用健康科学、測定評価、発育発達、加齢科学、健康生理学、地域デザイン

研究の目的、概要、期待される効果

我々の研究室では、健康な社会を築くための仕
組み構築を研究の柱として、運動の解析や社会調
査を行っています。運動解析班は筋電図、フォー
スプレート、ビデオ画像解析、脳波計などを用い
て運動における様々な事象を捉えながら解析を
行っています。社会調査班は、県や市など行政か
らの受託研究や民間企業・団体からの依頼に基づ
く調査を行っており、阿賀町での地域資源を活用
したまちづくりや小千谷市のスポーツによる地域
活性化などのプロジェクトにも積極的に取り組ん
でいます。柏崎市や新発田市ではスポーツによる
まちづくりに取り組み、出雲崎町では高齢者の健
康増進と交通事故抑止のプロジェクトに取り組ん
でいます。さらには交通事故抑止には新潟県警と
の合同プロジェクトが進んでいます。

これら研究は全て健康的な社会基盤の整備と仕
組み構築に向かいます。研究室を卒業した院生ら
は教育現場・病院・企業など幅広い分野で活躍し
ており、研究を通じて実社会に向けた教育を行っ
ています。

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・健康をキーワードにしたまちづくりに関心が
ある自治体

・新しい生活スタイルの開発に関心のある企業

運動機能の測定と評価および体力関連調査。
地域資源を活用した地域デザインの開発と提案。
生活の新しいスタイルを提案。

生活の新しいスタイルを提案する健康社会デザイン
～ ライフイノベーション構想 ～

人文社会科学系 准教授

村山 敏夫 Toshio Murayama

応用健康科学研究室

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

様々な地域や分野とつながる健康社会デザイン
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http://murayama-lab.com/

工学部 人間支援感性科学プログラム教育学部

人文社会科学

関連する
知的財産
論文 等

姿勢制御における立位位置知覚と足底圧情報の機能的役割について(村山敏夫：日本体育学会第69回大会．2018)
足圧分布と重心移動軌跡に着目した漸増課題遂行運動の歩容解析(村山敏夫：日本体育学会第68回大会．2017）
地域の予防医療展開を目指したリレーションシップデザインの構築，村山敏夫，地域デザイン学会誌、No.4, p135-154，2014．
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キーワード 学習のユニバーサルデザイン、生徒指導、早期療育、合理的配慮、認知特性

専門分野 特別支援教育、発達障害、障害者支援、教育問題、指導法

研究の目的、概要、期待される効果

関連する
知的財産
論文 等

長澤研究室のHPで公開しております
http://www.ed.niigata-u.ac.jp/~nagasawa/nagasawahomepage2(2008).html

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・障害者雇用・支援や合理的配慮などアドバイ
スできるかもしれません。

長澤研究室

多様性へ対応できる学校と社会をめざして
～特別支援教育、障害者支援～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

教育学部教育学部

人文社会科学

人文社会科学系 教授

長澤 正樹 Masaki Nagasawa

http://www.ed.niigata-u.ac.jp/~nagasawa/

長澤研究室

学生支援のための特別修学サポートルーム(新潟大学)

(1)学習のユニバーサルデザイン
障害のある子どもも含め、どの子も学びやすい
学習条件や指導法について研究しています。

(2)子どもの悩みに応える対応
障害という視点ではなく、子どもの悩みに焦点
化し、子どもと子どもを取り巻く人々のQOL
を大切にした対応を検証していきます。

(3)発達障害幼児への支援
発達障害特性のある幼児に対し早期療育の在り
方を考えていきます。

(４) Twice Exceptional(2E) Childrenへの対応
高い能力と相反する能力を有し、特別な支援を
要する子どもの実態把握と支援について研究し
ます。

幼児から成人まで、障害など支援を要する人
たちへの教育や支援を考えます。

いじめや不登校、虐待、非行などの教育問題
へも取り組んでいます。

キーワード 地域経営、地域システム、地域創生、地域資源、まちづくり

専門分野 医療システム、医療ガバナンス、地域経営

研究の目的、概要、期待される効果

近年のわが国における急速な少子高齢化の進展
は、社会構造の変動をともなって、地域に新たな
局面を招こうとしています。地域における経済・
活力の減退は着実に表出し始めており、「地域創
生」が強く求められています。他方、人々の健康
でいきいきとした暮らしを守るために、医療機能
および組織をクローズドに捉えた従来型のシステ
ムから、地域を包括的に捉えてステークホルダー
の利害を整合化させるマネジメントシステムへの
転換が進められようとしています。これらはつま
るところ、地域マネジメントの問題に帰着します。

そこで、民学産公の協働による社会実験を通じ
て、地域に生きるステークホルダーの価値を整合
化させる仕組みを開発したいと考えています。B
級グルメ、ゆるきゃら、まちおこしイベント—地
域活性化の掛け声のもと、多くの地域が取り組ん
できたものです。その結果どれだけの地域が真の
意味で地域価値を増大させることができたでしょ
うか。複数の地域・分野の大学生と地域に生きる
ステークホルダーとが継続的にコラボレーション
したワークショップやフィールドワークを通じて、
地域資源を反映した戦略的思考に基づく地域マネ
ジメントシステムについての実践知を蓄積し、地
域価値の向上に貢献したいと考えています。

関連する
知的財産
論文 等

• 堀籠崇，松本大吾「青森県における医療ツーリズムの課題と可能性」『地域経営学研究』第1巻1号，2018年掲載決定済。
• 研究代表者「企業におけるデータ開放の意義と企業価値への循環について」【委託研究】青森県商工労働部新産業創造課，2014年度。
• 研究分担者「取引費用モデルを活用したクラスターネットワーク形成と地域活性化に関する実証的研究」科研費（基盤研究C：

JSPS15K03671）2015-2018年度。

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

堀籠研究室（医療経営・地域経営） https://create.niigata-u.ac.jp/

人文社会科学系 准教授

堀籠 崇 Takashi Horigome

民学産公の協働による地域価値向上を目指した
マネジメントシステムとしての地域のリデザイン

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

地域協働マネジメントモデルの一例―医療ツーリズムの活用

医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム

医療機関

医療機関医療機関

医療

旅行業者

地元商店街 NPO団体

観光

一体的支援

自治体

大学

効果検証効果検証

市民への成果還元
窓口・ファシリテート・魅力発見
課題抽出・商品パッケージ企画

企業
コラボレーション

2018年度 授業を通じた企業様とのコラボレーション例

創生学部

人文社会科学

・地域を元気にするイベントなどに積極的に取
り組む地元の若者，団体
・地域資源の掘り起こしに取り組む自治体
・社会課題への関心が深い企業

2年前に新潟に赴任してくるまで、青森で学
生、住民、自治体関係者、企業等地域ぐるみの
サービス開発に向けた、各種の取組みに従事し
てきました。
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公衆衛生に関する日本の経験を掘り起こし，記録する

キーワード 公衆衛生活動、地域保健、衛生教育（健康教育）、住民参加、コミュニティヘルス

専門分野 公衆衛生学、医学史（公衆衛生史）、ヘルスプロモーション

研究の目的、概要、期待される効果

関連する
知的財産
論文 等

田中誠二（2020）「コミュニティ活動（地域活動）」丸井英二編『わかる公衆衛生学・たのしい公衆衛生学』弘文堂
田中誠二他（2018）「群馬県粕川村における迷信『ひのえうま』追放運動」（学会発表：第83回日本健康学会総会〈群馬〉）
田中誠二他（2009）「風土病マラリアはいかに撲滅されたか：第二次大戦後の滋賀県彦根市」日本医史学雑誌 55(1), 15-30

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・地域の健康課題に取り組む（検討している）
自治体や住民グループの皆様との協働を期待し
ます。

様ざまな方法で健康改善に取り組んできた先
人たちの「知恵や工夫」を丁寧に記録・分析す
ることで私たちの健康を考える“新たな視点”
を提示できるよう努めています。

田中研究室 WEBｻｲﾄ⇒ 

人文社会科学系 准教授

田中 誠二 TANAKA Seiji

私たちの健康はいかにつくられ守られてきたのか？
～ わが国の歴史的経験に学ぶ公衆衛生と住民参加 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

戦後70年、わが国の健康水準は飛躍的に改
善・向上しました。医療技術の進歩や保健医療
サービスの充実がこれに大きく寄与していますが、
一方で、人びとによる多様な健康実践がその礎と
なっていることもまた確かです。当研究室では、
公衆衛生に関するわが国の歴史的経験を掘り起こ
し、検証することで、現代のヘルスプロモーショ
ン活動や健康教育に応用可能な知見を蓄積・整理
する作業に継続的に取り組んでいます。

例えば，現在取り組んでいる研究課題の１つに
「蚊とはえのいない生活実践運動」と呼ばれた住
民主体の地域保健活動があります。1950年前後
に農村部で生まれ、その後、全国各地に広がった
この活動は、当時全国的に流行していた「赤痢」
の減少に大きな成果を挙げたと評価されています。
また「蚊とはえ」対策に留まらず、人びとが直面
する健康課題（例えば栄養改善や結核予防など）
を次々にテーマとして取り上げ、多様な保健活動
へと発展していった点が特徴といえます。

健康問題の解決に向けた「住民の主体形成」と
組織活動はいかにして成立するのでしょうか？戦
後日本で活発化したこうした地域保健活動に着目
し、様ざまな史資料を紐解くことで、現代におけ
る公衆衛生活動への応用可能性を検討しています。

彦根市の風土病マラリア撲滅運動（1951） 群馬県粕川村の“ひのえうま”対策（1965）
［アサヒグラフ，1965/12/10号，P.14より］

厚生省（1947）

研究で使用する様ざまな史資料

教育学部

医療・健康・福祉

キーワード 食生活、運動、飲酒・喫煙、睡眠、健康診断・栄養調査結果

研究の目的、概要、期待される効果

関連する
知的財産
論文 等

１）学生の栄養摂取状況に関連する要因の解明，笠巻純一 他，日本衛生学雑誌，Vol.73， pp.395-412，2018
２）第2章 保健衛生統計，第3章 疫学・疾病予防学 他，「養護教諭のための公衆衛生学」，笠巻純一著，河田史宝，

内山有子編，東山書房，2018
３）Development and Application of an Evaluation Standard for Health Behavior. Junichi Kasamaki，

NUSS18，2017

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・健康診断や健康・栄養・生活習慣調査の結果
を、対象となる集団の健康支援策に活用したい
と考えている地方自治体など。

健康行動の特徴に応じた生活習慣病のリスク
ファクターについて、信頼性、妥当性、有用性
の高いデータ・健康情報を還元します。

健康行動の改善に向けた健康支援策に関する
学術コンサルティング等のご相談に応じます。

笠巻研究室 WEBｻｲﾄ⇒

教育学部

写真
人文社会科学系 准教授

笠巻 純一 KASAMAKI Junichi

健康行動の解析による生活習慣病予防のための
健康支援策についての研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

医療・健康・福祉

生活習慣病への罹患は、健康寿命や幸福感の低
下に影響しうる要因です。循環器疾患やがん等を
はじめとする生活習慣病への罹患は、一人ひとり
の生活の質に影響するだけでなく、国民医療費の
増加に伴い国家財政をも圧迫しています。

生活習慣病予防を図るためには、すべての年齢
層に対する健康支援策の充実が必要です。保健・
医療の専門家のみならず、学校、行政、企業等が、
それぞれの機能を生かした支援を行うことが大切
です。

当研究室では、健康行動を解析し、生活習慣病
を予防するための支援策に有用な健康情報を解
析・提示しています。“健康行動”と一口に言っ
ても食、運動、飲酒、喫煙、睡眠等などが複雑に
絡み合って、生活習慣病のリスクファクターを形
成しています。そこで、多変量解析と言われる統
計的手法を用いて、複雑多岐にわたる健康行動を
解析し、生活習慣病の要因にアプローチします。

信頼性の高い統計解析結果に基づき、疾病に影
響する健康行動を評価することは、科学的根拠に
基づく効果的・効率的な健康支援策の検討を可能
とします。

【 多変量解析を用いて市民の健康行動を解明し、
生活習慣病の指標となる血液検査値等との

関連を解析する試み 】

市民健康・栄養調査結果の解析（新潟市からの受託研究）３）

市が実施した健康・栄養調査の項目から、
生活習慣病に関連する項目を選定

選定項目を、評価が可能な尺度に再構成
＜信頼性・妥当性の検討＞

属性別に健康
行動を評価

血液検査値、血圧値、
体格指数等の測定
結果との関連を解析

健康行動の課題を抽出
効果的な健康支援策に向けた対策に活用

＜健康情報のフィードバック＞

専門分野 健康行動科学、衛生学・公衆衛生学、健康教育学
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公衆衛生に関する日本の経験を掘り起こし，記録する

キーワード 公衆衛生活動、地域保健、衛生教育（健康教育）、住民参加、コミュニティヘルス

専門分野 公衆衛生学、医学史（公衆衛生史）、ヘルスプロモーション

研究の目的、概要、期待される効果

関連する
知的財産
論文 等

田中誠二（2020）「コミュニティ活動（地域活動）」丸井英二編『わかる公衆衛生学・たのしい公衆衛生学』弘文堂
田中誠二他（2018）「群馬県粕川村における迷信『ひのえうま』追放運動」（学会発表：第83回日本健康学会総会〈群馬〉）
田中誠二他（2009）「風土病マラリアはいかに撲滅されたか：第二次大戦後の滋賀県彦根市」日本医史学雑誌 55(1), 15-30

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・地域の健康課題に取り組む（検討している）
自治体や住民グループの皆様との協働を期待し
ます。

様ざまな方法で健康改善に取り組んできた先
人たちの「知恵や工夫」を丁寧に記録・分析す
ることで私たちの健康を考える“新たな視点”
を提示できるよう努めています。

田中研究室 WEBｻｲﾄ⇒ 

人文社会科学系 准教授

田中 誠二 TANAKA Seiji

私たちの健康はいかにつくられ守られてきたのか？
～ わが国の歴史的経験に学ぶ公衆衛生と住民参加 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

戦後70年、わが国の健康水準は飛躍的に改
善・向上しました。医療技術の進歩や保健医療
サービスの充実がこれに大きく寄与していますが、
一方で、人びとによる多様な健康実践がその礎と
なっていることもまた確かです。当研究室では、
公衆衛生に関するわが国の歴史的経験を掘り起こ
し、検証することで、現代のヘルスプロモーショ
ン活動や健康教育に応用可能な知見を蓄積・整理
する作業に継続的に取り組んでいます。

例えば，現在取り組んでいる研究課題の１つに
「蚊とはえのいない生活実践運動」と呼ばれた住
民主体の地域保健活動があります。1950年前後
に農村部で生まれ、その後、全国各地に広がった
この活動は、当時全国的に流行していた「赤痢」
の減少に大きな成果を挙げたと評価されています。
また「蚊とはえ」対策に留まらず、人びとが直面
する健康課題（例えば栄養改善や結核予防など）
を次々にテーマとして取り上げ、多様な保健活動
へと発展していった点が特徴といえます。

健康問題の解決に向けた「住民の主体形成」と
組織活動はいかにして成立するのでしょうか？戦
後日本で活発化したこうした地域保健活動に着目
し、様ざまな史資料を紐解くことで、現代におけ
る公衆衛生活動への応用可能性を検討しています。

彦根市の風土病マラリア撲滅運動（1951） 群馬県粕川村の“ひのえうま”対策（1965）
［アサヒグラフ，1965/12/10号，P.14より］

厚生省（1947）

研究で使用する様ざまな史資料

教育学部

医療・健康・福祉

キーワード 食生活、運動、飲酒・喫煙、睡眠、健康診断・栄養調査結果

研究の目的、概要、期待される効果

関連する
知的財産
論文 等

１）学生の栄養摂取状況に関連する要因の解明，笠巻純一 他，日本衛生学雑誌，Vol.73， pp.395-412，2018
２）第2章 保健衛生統計，第3章 疫学・疾病予防学 他，「養護教諭のための公衆衛生学」，笠巻純一著，河田史宝，

内山有子編，東山書房，2018
３）Development and Application of an Evaluation Standard for Health Behavior. Junichi Kasamaki，

NUSS18，2017

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・健康診断や健康・栄養・生活習慣調査の結果
を、対象となる集団の健康支援策に活用したい
と考えている地方自治体など。

健康行動の特徴に応じた生活習慣病のリスク
ファクターについて、信頼性、妥当性、有用性
の高いデータ・健康情報を還元します。

健康行動の改善に向けた健康支援策に関する
学術コンサルティング等のご相談に応じます。

笠巻研究室 WEBｻｲﾄ⇒

教育学部

写真
人文社会科学系 准教授

笠巻 純一 KASAMAKI Junichi

健康行動の解析による生活習慣病予防のための
健康支援策についての研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

医療・健康・福祉

生活習慣病への罹患は、健康寿命や幸福感の低
下に影響しうる要因です。循環器疾患やがん等を
はじめとする生活習慣病への罹患は、一人ひとり
の生活の質に影響するだけでなく、国民医療費の
増加に伴い国家財政をも圧迫しています。

生活習慣病予防を図るためには、すべての年齢
層に対する健康支援策の充実が必要です。保健・
医療の専門家のみならず、学校、行政、企業等が、
それぞれの機能を生かした支援を行うことが大切
です。

当研究室では、健康行動を解析し、生活習慣病
を予防するための支援策に有用な健康情報を解
析・提示しています。“健康行動”と一口に言っ
ても食、運動、飲酒、喫煙、睡眠等などが複雑に
絡み合って、生活習慣病のリスクファクターを形
成しています。そこで、多変量解析と言われる統
計的手法を用いて、複雑多岐にわたる健康行動を
解析し、生活習慣病の要因にアプローチします。

信頼性の高い統計解析結果に基づき、疾病に影
響する健康行動を評価することは、科学的根拠に
基づく効果的・効率的な健康支援策の検討を可能
とします。

【 多変量解析を用いて市民の健康行動を解明し、
生活習慣病の指標となる血液検査値等との

関連を解析する試み 】

市民健康・栄養調査結果の解析（新潟市からの受託研究）３）

市が実施した健康・栄養調査の項目から、
生活習慣病に関連する項目を選定

選定項目を、評価が可能な尺度に再構成
＜信頼性・妥当性の検討＞

属性別に健康
行動を評価

血液検査値、血圧値、
体格指数等の測定
結果との関連を解析

健康行動の課題を抽出
効果的な健康支援策に向けた対策に活用

＜健康情報のフィードバック＞

専門分野 健康行動科学、衛生学・公衆衛生学、健康教育学
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すべての細胞は糖鎖に覆われている

糖鎖解析のニーズと糖鎖アトラスの意義

キーワード バイオマーカー、癌、ウイルス感染レセプター、幹細胞品質管理、抗体医薬品

専門分野 糖鎖生物学、糖質化学、糖鎖構造解析、生化学、分子生物学

研究の目的、概要、期待される効果

関連する
知的財産
論文 等

・Ken Hanzawa, Noriko Suzuki, Shunji Natsuka. Structures and developmental alterations of N-glycans of zebrafish 
embryos. Glycobiology, 27 (3) 228-245 (2017).
・Shunji Natsuka, et al. Improved method for drawing of a glycan map, and the first page of glycan atlas, which is a 
compilation of glycan maps for a whole organism. PLoS One, 9 (7) e102219 (2014).

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・検査薬や治療薬のR＆Dにおいて糖鎖の解析
を必要とする企業
・糖鎖分析装置を開発しようとしている企業
・糖鎖解析拠点の形成に興味を持つ自治体等

世界トップレベルの糖鎖構造解析技術を有し
ています。糖ペプチドの解析も可能です。糖鎖
マッピング法を用いて高感度かつ高精度に糖鎖
構造の変化を探索することができます。

糖鎖生物学研究室 https://www.sc.niigata-u.ac.jp/biologyindex/natsuka/index.html

自然科学系 教授

長束 俊治 NATSUKA Shunji

生体情報分子としての糖鎖の構造と機能の解析
～ バイオマーカー等の探索に利用 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

医療・健康・福祉

核酸、タンパク質に続く生命の第３鎖である糖
鎖の構造と機能の研究を行っています。糖鎖は情
報分子であり、多様な情報を担っています。例え
ば、癌化などの細胞の状態変化を敏感に反映する
ため、バイオマーカー探索の標的として注目され
ています。

糖鎖情報の解読を目指して、構造解析法の構築
からはじめ、網羅的な分析すなわちグライコーム
解析の手法を確立することに成功しました。現在
はその手法を用いて、ヒトやマウスの糖鎖を網羅
的に解析しデータベース化する「糖鎖アトラス」
の作成と、動物の形態形成に必須な機能を持つ糖
鎖の研究を進めています。

我々の糖鎖解析技術と長年の糖鎖研究による豊
富な知識を活用することにより、
１）複雑で高度な技術を必要とする糖鎖解析を簡
便に行うことができます。
２）核酸やタンパク質の研究と違って、まだ定
まった方法論がない糖鎖研究に道筋をつけること
ができます。
３）糖鎖自動解析装置の開発ができます。
４）「糖鎖アトラス」を作成して、糖鎖研究の国
際的主導権を握ることができます。

糖鎖解析のニーズ

癌特異的な糖鎖マーカーを探したい

その他疾患特異的な糖鎖マーカーを探したい

幹細胞の分化マーカーを探したい

ウイルス感染レセプターを探したい

抗体医薬の糖鎖構造を調べたい

標的糖鎖の探索

支えるインフラ「糖鎖アトラス」

「外来者」は最初に糖鎖に触れ、情報を交換する

細胞表面の糖鎖
Glycocalyx

理学部 生物学プログラム

キーワード 転倒回避動作との類縁性、身体重心、反応時間、踏み出し速度、踏み出し距離

専門分野 体操、体つくり運動、体育科教育学、転倒予防運動、コーチング学

関連する
知的財産
論文 等

檜皮貴子ほか（2013）バランスボードを用いた女性高齢者向け転倒予防体操の考案，体育学研究，第58号第2巻 pp.707−720
など

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・健康器具の開発や転倒予防や健康に関わる事
業をされている企業
・子どもや高齢者の転倒予防について取り組み
を促進している自治体

転倒のリスクを測定する項目は、転倒回避動
作との類遠性が高くないものが多いです。実際
に身体重心を支持基底面から外して踏み出しを
行う本測定は新しい着眼点を有しています。

体操方法論研究室 WEBｻｲﾄ⇒

写真
人文社会科学系 講師

檜皮 貴子 HIWA Takako

とっさの一歩を引き出す装置「傾きリアクション」の開発
～ ステッピングストラテジーに着目して ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

転倒回避動作との類縁性

傾
き
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

で
測
定

教育学部

転倒回避動作の一つであるステップピングスト
ラテジーに着目し、その動作を安全に誘発させる
装置「傾きリアクション」を開発しました。動作
の手順は、次の通りです。１．.対象者は自然な立
位姿勢で水平な板上に乗ります。２．.立位姿勢を
保持したまま前方に加重します。３．.足元の板が
前傾し，対象者は転倒を回避する一歩を踏み出し
ます。さらに、板上と傾いた板が接地する床面、
対象者が足を踏み出す場所にマット型スイッチを
設置し，板が傾いた後に足が離れるまでの時間と
板から足が離れて踏み出し足を着地させるまでの
時間を測定できるようにしました。さらにFR測定
器を改良し、足の踏み出し距離も測定できるよう
にしました。大学生105名を対象に、「傾きリア
クション」測定と体力・運動能力調査8項目の測
定を実施した結果、握力および上体起こし、50m
走、シャトルラン、ハンドボール投げの5項目と
踏み出し速度との間に弱い相関が認められました。
すなわち，「傾きリアクション」において足を素
早く動かす能力と全身筋力や身体を移動させる能
力との間に関連があると考えられます。 今後、転
倒と関連性の高い測定項目との相関を明らかにす
ることで、転倒予防効果を示すための尺度として、
その発展が期待されます。

研究の目的、概要、期待される効果

医療・健康・福祉
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二酸化マンガン表面上に付着したテフロンナノ粒子

酸素ナノバブルの粒径分布

キーワード 両親媒性分子集合体、コロイド・界面科学、ソフトマテリアルズ、ナノサイズの繊維・粒子

専門分野 表面・界面科学、繊維・高分子材料、コロイド科学

研究の目的、概要、期待される効果

関連する
知的財産
論文 等

液晶組成物および化粧料（2000-256132）
界面活性剤型柔軟仕上げ剤の機能発現の観察（「界面活性剤の選び方、使い方事例集」技術情報協会(2019)）
ソフトキャンディーと炭酸飲料共存下における急速発泡現象の解明（新大教育学部紀要8巻２号(2015)）

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・分野にはこだわりませんナノ素材に限らず、界面科学的な視点で観察
できる現象であれば、分野や対象を問わず何に
でも興味を持って取り組みます。

被服学研究室 WEBｻｲﾄ⇒ 

写真
人文社会科学系 准教授

中村 和吉 NAKAMURA Kazuyoshi

物質の表面・界面では何が起きているのか？
～ モノの変化をミクロに見きわめる ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ナノメートルからマイクロメートルサイズの粒
子が媒体中に分散している状態をコロイドといい
ます。霧や黄砂などの気象現象や、食品、医薬品、
工業製品などコロイドは私たちの身の回りに多く
存在して、私たちの暮らしを豊かにしています。

私たちは「分散媒である原子や分子より少し大
きい粒子」としてコロイドを考え、溶液化学の延
長としてのコロイドについて研究を行っています。
そして物質変化の過程をミクロな視点で明らかに
することを目指しています。

研究例として酸素ナノバブルの形成について述
べます。二酸化マンガンを触媒とし、過酸化水素
水を分解して酸素を発生させる反応は、小学校理
科で学びますが、二酸化マンガン表面にテフロン
のナノ粒子を付けておくと、発生する酸素ガスの
大きさがナノサイズまで小さくなります（右図）。

本研究で形成した酸素ナノバブルは、通常の発
生期酸素よりも高い反応性を持ち、色素（メチレ
ンブルー）の分解反応では通常の３倍もの反応性
がありました。

一般にナノサイズの気泡を作るには大がかりな
微細化設備（機械力・電力）が必要になりますが、
本研究では、テフロンナノ粒子を追加するだけで
簡易に形成する方法を開発しました。
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教育学部

ナノテクノロジー・材料
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キーワード タングステンカーバイド（WC）、湿式めっき、真空ガス浸炭、低温プロセス

専門分野 機械材料学、材料強度学

研究の目的、概要、期待される効果

タングステンの炭化により得られるタングステ
ンカーバイド（以下WCと表記）は、高い硬度お
よび耐摩耗性を有することから、超硬合金工具や
金型用材料として用いられています。主な成形方
法として、①粉末冶金法、②溶射法、のいずれか
が挙げられますが、①に関してはWC結晶成長・
性能劣化や金型使用に伴う形状制約が、また②に
関しては粉末溶融時の脆化η相形成・混入、と
いったデメリットが存在します。

当研究室では、簡便で均一な薄膜形成が可能な
湿式めっき法と、脆化相を形成しない低温域（〜
800℃）での炭素供給・拡散・炭化物形成が可能
な真空ガス浸炭法を組み合わせた、新規WC-Ni系
硬質薄膜形成プロセスを開発しました。

このプロセスのメリットとして、めっき組成、
めっき膜厚や真空ガス浸炭条件といった各種パラ
メータを調整することで、形成されるWC-Ni系硬
質薄膜厚さや微細組織を用途に応じて最適化する
ことが可能な点です。表面硬度は通常のWC-Co
系超硬合金を上回るHV1700程度であり、摩擦
摩耗特性評価においてもWC-Co系超硬合金とほ
ぼ同等の結果を示していることから、現在使用さ
れているWC-Co系超硬合金の代替候補材料とし
て期待されます。 WC‐Ni系硬質薄膜断面組織の電子顕微鏡画像

湿式めっき・真空ガス浸炭複合法によるWC‐Ni系硬質薄膜
形成プロセス

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・WC-Co系超硬合金の使用分野（工具、摺動
部品、金型）に関連するメーカー

粉末冶金法(固相焼結)および溶射法(溶融凝
固)のいずれも施工不可能な低温域(～800℃)
におけるWC形成プロセスであり、なおかつ薄
膜形態(WC-Ni系硬質薄膜)での利用が可能です。

湿式めっき・真空ガス浸炭複合法による硬質薄膜形成

自然科学系 准教授

大木 基史 OHKI Motofumi

関連する
知的財産
論文 等

大木基史, 鈴木智之, 齋藤浩: 拡散接合を伴うWC薄膜の形成および機械的特性評価, 材料試験技術, 59(3), 29-39 
(2014.7)

材料評価学研究室 http://mohki.eng.niigata-u.ac.jp/

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ナノテクノロジー・材料

工学部 材料科学プログラム

放電加工を用いた微小径軸成形法

微小径穴加工（成形軸を用いた同一機上での加工）

キーワード 微小径軸、高アスペクト比、微細加工、深穴加工、放電加工，微小径工具

専門分野 生産工学、加工学、放電加工、微細加工、砥粒加工

研究の目的、概要、期待される効果

関連する
知的財産
論文 等

走査放電軸成形法における軸直径と消耗比（電気加工学会誌）
Study of Deposition Machining Using Electrical Discharge with Reciprocation Rotation in Air Gap
（International Journal of Electrical Machining）

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・微小径軸を必要とする企業、自治体
・微小径の穴を必要とする企業、自治体

- 製造業（精密加工、工具、金型など）
- 医療分野などでの利用を期待しています。

様々な金属材料に対し、高精度に微小径軸を
成形することができます。

材料表面への表面改質もできるため、成形軸
表面や加工穴内の表面改質が可能です。

金属加工研究室 http://www.ed.niigata-u.ac.jp/~hirao/

人文社会科学系 准教授

平尾 篤利 HIRAO Atsutoshi

高アスペクト比微小径軸の成形法および
微小径深穴加工への展開

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

微小径穴加工技術には、微小径ドリル工具を用

いたドリル加工法、超短パルスを用いたレーザ加

工法、放電加工法が挙げられます。加工効率の点

からドリル加工法が広く利用されているものの、

直径0.1mm以下の微小径穴や高アスペクト比

（L/D10以上）の微小径深穴加工において、放電

加工法が適用されています。

放電加工法を用いた微小径の穴加工では、穴径

に対応した微小径の電極工具が必要となり、この

電極の微細化が重要となります。特に、直径

5μm以下の軸を成形するには、実用化されてい

る加工機でも困難を極めています。

本研究は、電極軸を回転させながら成形プレー

ト側へ走査放電加工する微細軸成形法を提案して

います（右上図参照）。本手法は、軸成形が容易

であり、放電面積が広いため効率のよい加工を実

現しています。

これまで、直径10μm以下，L/D25以上の微

小径の軸成形を実現しています。さらに、成形軸

を用いた微小径穴加工へ展開しています（右下図

参照）。現在、微小径の複雑形状加工への展開を

行っています。

100μm

SUS304

WC‐Co

教育学部

製造技術
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かえっこプロジェクト 西区 DEアート ２００７

キーワード 協働、表現、美術教育

専門分野 現代美術

研究の目的、概要、期待される効果

関連する
知的財産
論文 等

大地の芸術祭、瀬戸内国際芸術祭等の参加 水と土の芸術祭 ディレクター
『うちのDEアート 15年の軌跡 (地域アートプロジェクトを通じて見えてきたもの) 』新潟大学教育学部芸術環境

講座(美術)編、新潟日報事業社、2017）

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・大学と協働しながら社会的な問題をアートに
よって解決を考えている自治体や市民団体。

うちの DEアートや新潟市内におけるアート
プロジェクトの実践を多数手掛けてきました。

丹治研究室 WEBｻｲﾄ⇒

人文社会科学系 教授

丹治 嘉彦 TANJI Yｏｓｈｉｈｉｋｏ

アートプロジェクトの実践による地域貢献

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

今までアートを語るときに一般的に捉えていた
額縁に収まった絵画や台座にのった彫刻を思い浮
かべるでしょう。また技能的な効果を狙ったもの
を物差しとして芸術を論ずることもあるでしょう。

しかし、現代社会におけるアートのポジション
は、他者と関わることにその意味を見出すことが、
新たなその概念の核となっています。

例えば、社会に潜む問題を市民とともに考え、
それをアートにおける表現を実践することで地域
コミュニティーの活性化に繋がり、またそれに
よって人と人とが有機的に繋がることがその使命
となっています。

アートプロジェクトとは例えば大学が地域が抱
える問題を一緒に考え、そしてともに表現するこ
とで、新たな環境を生み出すことがその意味にな
ります。

再生・海そして川から vol.2

教育学部

地域課題
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『王立宇宙軍 オネアミスの翼』アーカイブ中間素材展
（2019年6月14日 新潟大学ライブラリーホール）

「渡部コレクション」より
アメリカから東映動画が受注した 『G.I.ジョー 』（1983〜1987）
絵コンテについての指示

キーワード 中間素材、アーカイビング、画像分析、分野横断的研究、メディア・エコロジー

専門分野 映像研究、アニメーション研究、ポピュラーカルチャ研究、ジェンダー論、ポストヒューマニズム

研究の目的、概要、期待される効果

関連する
知的財産
論文 等

Archiving Movements: Short Essays on Materials of Anima and Visual Media, co-edited by Minori Ishida 
and Joon Yang Kim, Niigata: Archive Center for Anime Studies, 2019.

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・アニメ中間素材のデジタル・アーカイビング
およびその活用を進めたいアニメ制作会社

・アニメによってまちの活性化を試みる自治体
・アニメを主題とする展覧会を企画する美術館

グローバルなメディア環境の視点からアニメ
の中間素材の意義を解明しています。

アニメ中間素材のアーカイビングにおける分
野横断的なナレッジを蓄積しています。

アニメ・アーカイブ研究センター WEBｻｲﾄ⇒

人文社会科学系 准教授

キム ジュニアン KIM JoonYang 

アニメの現場で作成された中間素材の分析と活用

人文社会科学系 教授

石田 美紀 ISHIDA Minori

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

日本のポピュラーカルチャーにおいて重要な一
翼を担ってきたアニメですが、キャラクター設定
やセル画など制作過程の中で生み出された「中間
素材」の多くは、制作工程におけるデジタル化の
進展もあり、散逸の危機に晒されています。アニ
メ中間素材の一部は書物の形に編集され販売され
ていますが、膨大な生の素材は研究者にアクセス
できるようなものではありません。

日本のアニメをメディア・エコロジーの視座か
らイメージの重層的・流動的構造のプラットホー
ムとして捉える本研究センターは、アニメ中間素
材がアニメの制作過程やその物理美学的メカニズ
ムを実証的に研究するための重要な根拠として
扱っています。デジタル・アーカイビングを通し
て中間素材のより柔軟な活用を進展させており、
特にセル画の成分の化学的解析など分野横断的な
研究も進めています。

本センターは、アニメ中間素材を入手・整理・
保全しアーカイビングを推進することで、国内外
のアニメ研究者に素材へのアクセスを提供する国
際的な研究拠点として機能する一方、アニメー
ション制作および映像メディア業界、地域社会や
自治体と緊密に連携し、研究成果を社会へ還元す
ることを目指しています。

人文学部

人文社会科学

キーワード 不安症、強迫症、衝動制御困難、行動嗜癖、不登校、ひきこもり、集団不適応、習癖

専門分野 臨床心理学、教育相談、カウンセリング、認知行動療法、臨床行動分析、ストレスコーピング

研究の目的、概要、期待される効果

「こころの健康」に関するリテラシーを、ライ
フステージに応じて正しく身につけてもらうこと
は、本人と家族の生活の質を大きく左右します。

例えば不登校や若者のひきこもり、青年期以降
のこころのトラブルについては、それなりのリス
ク要因があるようです。それらを適切にアセスメ
ントし、生じ得る不調について知識を持ち予防に
に心がけること、万一、不調となった場合には、
効果的な改善回復につながる適切なサービスを主
体的に受けることが求められます。

こころの健康にかかわるさまざまな苦痛や困難
を行動科学をベースとして分析した上で長期的な
メリットをもたらす介入を提供するための技術が
認知行動療法であり、応用行動分析です。

不安症や強迫症、衝動制御の問題は、「回避し
たいという強い衝動のため、こだわりをひきずっ
てしまう」こころのトラブルであるという点で共
通しています。過剰に脅威と認知してしまうこと、
課題解決の効率を低下させるような確認や儀式的
行為の繰り返し、睡眠を中心とした生活リズムの
障害、そしてギャンブル、ゲームやネットへの嗜
癖などは、行動科学の原理に基づいて変容させる
ことができます。そのような技法の精度の向上に
むけて、実践研究を展開しています。 左）不登校ひきこもりについて著書、右）ギャンブル障害について

教職大学院院生と新潟県内教員、相談員の合同事例検討

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・医療や保健、福祉や教育の領域が中心ですが、
子どもから大人の、なかなか変わりにくい生活
習慣がかかわる問題に科学的に取り組もうとお
考えのすべての方々、および分野に。

行動科学（実証的心理学）の技術に基づいて
こころのトラブルを評価、変容する方策の、応
用ないし開発が期待されている領域において、
お役に立てることがあるかもしれません。

子どもと成人の健康回復維持につながる行動変容
～ 認知行動療法を応用して ～

人文社会科学系 教授

神村 栄一 KAMIMURA Eiichi 

関連する
著書

『不登校・ひきこもりのための行動活性化』（単著、金剛出版、2019）
『学校でフル活用する認知行動療法』（単著、遠見書房、2015）
『中1ギャップ：新潟から広まった教育の実践；ブックレット新潟大学65』（共著、新潟日報事業社、2015）

行動変容論研究室

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

教育学部

WEBｻｲﾄ⇒

人文社会科学
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専門分野 教育行政学、学校経営、教育制度、生涯学習・社会教育、防災

＜関連する担当授業科目＞

（１）全額共通教育講義として実施
〇 ボランティア開発論Ⅰ・Ⅱ
〇 コミュニティ開発論Ⅰ・Ⅱ

（２）教職大学院開講科目
〇 地域教育経営の理論と実践
〇 学校安全計画と地域防災

■新潟創生人材育成プログラム
「コミュニティマネジメントプログラム」
（上記ボランティア開発論・コミュニティ開発論を
中心に実施）
地震や風水害、雪などの厳しい自然条件や災害

と折り合いをつけながら、豊かな郷土を築き、維
持・発展している新潟の地域とそこで活動する人
たちに学び、地域の素材を発見し磨き育て上げ
る力、自助・共助・公助を考え合わせながら人と
人とをつないでいくことのできる力を有する、コ
ミュニティ・コーディネーター、災害ボランティア・
コーディネーターの素養を持った人材育成を目指
します。

キーワード 学校教育、生涯学習、家庭教育、社会教育、地域づくり、地方創生

研究の目的、概要、期待される効果

関連する
知的財産
論文 等

青木栄一編『復旧・復興へ向かう地域と学校』（大震災に学ぶ社会科学第６巻）、東洋経済新報社、2015年。
日本教育事務学会研究推進委員会編『チーム学校の発展方策と地域ユニット化への戦略』学事出版、2018年。

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・学校教育、家庭教育支援、社会教育・生涯学
習にかかわる人・組織・団体
・地域づくりにかかわる人・組織・団体

地方創生には様々な主体が取り組んでいます
が、個々バラバラに活動するのではなく、つな
がりによる相乗効果をうみだしていけます。

教育行政学研究室

人文社会科学系 准教授

雲尾 周 KUMOO Shu

学校づくり・人づくり・地域づくり
～ 地域教育経営による人材育成とつながりの創生 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

教育行政学は、教育の条件整備に関する学問で
す。教育条件とは、学校環境整備にとどまらず、
どのように教員養成を行い採用し研修するか、何
をどのように教えるか、どのような専門性を持つ
教職員を配置するか、などあらゆることが含まれ
ます。そしてそれは、学校教育にとどまらず、家
庭教育支援、社会教育、生涯学習にも及ぶもので
す。

地域教育経営は、中学校区程度を基本単位とし、
（多くは）学校を核にしながら、地域の教育資源
を結び付けるもので、教育行政の学校区における
実現行動といえます。そのような学校をつくるこ
とで、そこに関わる人たちが自分の学びを活動に
結びつける、そういった人づくりが可能になりま
す。地域の中でよりよく生きるために、学び、つ
ながり、活動する。そういった住民に支えられて、
住みよい・住みたい地域が形成されます。

つまり、学校づくりを起点としながら、地域の
人づくりが図られ、学校を始めとする地域のあら
ゆる教育資源と人々が活動することで、地域づく
りが展開することになります。そういった地域づ
くりがすでに行われている地域を研究対象として
分析するともに、そのような方向性を求める地域
に参画・実践することも視野に入れます。

教育学部

人文社会科学

WEBｻｲﾄ⇒

⾃分に合った⽅法で！

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

キーワード 読み書き障害、認知特性の偏り、コミュニケーション支援、ことばの遅れ

専門分野 言語発達学、言語発達障害学、特別支援教育

研究の目的、概要、期待される効果

関連する
知的財産
論文 等

「認知特性の偏りを包括した学童期英語指導の体系化に関する研究」（基盤研究©課題番号17K04926）
「ナラティブを用いた学習言語の評価と指導法の開発ー思考・学習のための言語習得に躓いている子どもの早期発見
と支援のために」（第14回児童教育実践についての研究助成：公益財団法人博報児童教育振興会）

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・学校等の教育現場だけでなく、塾等でも認知
特性の偏りがある子どもたちへの理解が広がる
ことを期待しています。

教育系の出身ではありますが、言語聴覚士と
して病院での臨床経験が長いので、医療・教育
等にまたがった多機関の連携を目指しています。

入山研究室 WEBｻｲﾄ⇒

人文社会科学系 准教授

入山 満恵子 IRIYAMA Maiko

読み書き困難を持つ子どもたちの学習の自立を目指して

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

知的な能力は低くないのに読み書きが難しい
「読み書き障害」をご存知でしょうか。近年、通
常学級のなかでも「発達障害」を持つ子どもたち
の割合は6.5%と推計され、ひとクラスに何かし
ら支援を必要としている子どもたちが1,2人いて
もおかしくないとされています。読み書き障害は
発達障害の一つですが、認知特性の偏りがあるた
めに、多数の方たちとは学び方が異なり、従来か
ら学校で展開されてきた「みんなと一緒の方法」
では学習困難に陥るリスクが高いのです。一方で、
外からは非常にわかりにくいことなので、発見が
遅れて学校で学習が躓いたまま苦しむ子どもたち
は少なくありません。

現在、教育の現場ではこうした子どもたちを早
期に発見し、本人に合った学びの方法を考え提供
することが求められており、最終的には子ども自
身が自らの認知特性を理解して、学習の自立を目
指すことが重要とされています。私はニーズのあ
る子どもたちの特性を各種評価から掘り下げ、必
要に応じた方法や支援を提供するとともに、将来
教員を目指す学生たちにそうした方法を伝えなが
ら、早期発見を目指す研究プロジェクトなどを進
めています。また、読み書きだけでなく、言語や
コミュニケーションを支援する効果的な方法につ
いてもゼミの学生たちとともに取り組んでいます。

通常学級に在籍する発達障害児(LD含む)の実態
• H24年全国(岩⼿・宮城・福島を除く)の公⽴の⼩・
中学校通常級に在籍する児童・⽣徒対象(53,882⼈)

学習が著しく困難
4.5％行動が著しく困難

3.6％

全部で6.5％!

クラスに1～2人はいる？

読み書きの困難さ（LD）
境界知能（全体的に低め）など

「どんな方法が合っている?」
個別評価の様子→

教育学部

人文社会科学
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専門分野 教育行政学、学校経営、教育制度、生涯学習・社会教育、防災

＜関連する担当授業科目＞

（１）全額共通教育講義として実施
〇 ボランティア開発論Ⅰ・Ⅱ
〇 コミュニティ開発論Ⅰ・Ⅱ

（２）教職大学院開講科目
〇 地域教育経営の理論と実践
〇 学校安全計画と地域防災

■新潟創生人材育成プログラム
「コミュニティマネジメントプログラム」
（上記ボランティア開発論・コミュニティ開発論を
中心に実施）
地震や風水害、雪などの厳しい自然条件や災害

と折り合いをつけながら、豊かな郷土を築き、維
持・発展している新潟の地域とそこで活動する人
たちに学び、地域の素材を発見し磨き育て上げ
る力、自助・共助・公助を考え合わせながら人と
人とをつないでいくことのできる力を有する、コ
ミュニティ・コーディネーター、災害ボランティア・
コーディネーターの素養を持った人材育成を目指
します。

キーワード 学校教育、生涯学習、家庭教育、社会教育、地域づくり、地方創生

研究の目的、概要、期待される効果

関連する
知的財産
論文 等

青木栄一編『復旧・復興へ向かう地域と学校』（大震災に学ぶ社会科学第６巻）、東洋経済新報社、2015年。
日本教育事務学会研究推進委員会編『チーム学校の発展方策と地域ユニット化への戦略』学事出版、2018年。

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・学校教育、家庭教育支援、社会教育・生涯学
習にかかわる人・組織・団体
・地域づくりにかかわる人・組織・団体

地方創生には様々な主体が取り組んでいます
が、個々バラバラに活動するのではなく、つな
がりによる相乗効果をうみだしていけます。

教育行政学研究室

人文社会科学系 准教授

雲尾 周 KUMOO Shu

学校づくり・人づくり・地域づくり
～ 地域教育経営による人材育成とつながりの創生 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

教育行政学は、教育の条件整備に関する学問で
す。教育条件とは、学校環境整備にとどまらず、
どのように教員養成を行い採用し研修するか、何
をどのように教えるか、どのような専門性を持つ
教職員を配置するか、などあらゆることが含まれ
ます。そしてそれは、学校教育にとどまらず、家
庭教育支援、社会教育、生涯学習にも及ぶもので
す。

地域教育経営は、中学校区程度を基本単位とし、
（多くは）学校を核にしながら、地域の教育資源
を結び付けるもので、教育行政の学校区における
実現行動といえます。そのような学校をつくるこ
とで、そこに関わる人たちが自分の学びを活動に
結びつける、そういった人づくりが可能になりま
す。地域の中でよりよく生きるために、学び、つ
ながり、活動する。そういった住民に支えられて、
住みよい・住みたい地域が形成されます。

つまり、学校づくりを起点としながら、地域の
人づくりが図られ、学校を始めとする地域のあら
ゆる教育資源と人々が活動することで、地域づく
りが展開することになります。そういった地域づ
くりがすでに行われている地域を研究対象として
分析するともに、そのような方向性を求める地域
に参画・実践することも視野に入れます。
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人文社会科学
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専門分野 言語発達学、言語発達障害学、特別支援教育

研究の目的、概要、期待される効果

関連する
知的財産
論文 等

「認知特性の偏りを包括した学童期英語指導の体系化に関する研究」（基盤研究©課題番号17K04926）
「ナラティブを用いた学習言語の評価と指導法の開発ー思考・学習のための言語習得に躓いている子どもの早期発見
と支援のために」（第14回児童教育実践についての研究助成：公益財団法人博報児童教育振興会）

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・学校等の教育現場だけでなく、塾等でも認知
特性の偏りがある子どもたちへの理解が広がる
ことを期待しています。

教育系の出身ではありますが、言語聴覚士と
して病院での臨床経験が長いので、医療・教育
等にまたがった多機関の連携を目指しています。

入山研究室 WEBｻｲﾄ⇒

人文社会科学系 准教授

入山 満恵子 IRIYAMA Maiko

読み書き困難を持つ子どもたちの学習の自立を目指して

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

知的な能力は低くないのに読み書きが難しい
「読み書き障害」をご存知でしょうか。近年、通
常学級のなかでも「発達障害」を持つ子どもたち
の割合は6.5%と推計され、ひとクラスに何かし
ら支援を必要としている子どもたちが1,2人いて
もおかしくないとされています。読み書き障害は
発達障害の一つですが、認知特性の偏りがあるた
めに、多数の方たちとは学び方が異なり、従来か
ら学校で展開されてきた「みんなと一緒の方法」
では学習困難に陥るリスクが高いのです。一方で、
外からは非常にわかりにくいことなので、発見が
遅れて学校で学習が躓いたまま苦しむ子どもたち
は少なくありません。

現在、教育の現場ではこうした子どもたちを早
期に発見し、本人に合った学びの方法を考え提供
することが求められており、最終的には子ども自
身が自らの認知特性を理解して、学習の自立を目
指すことが重要とされています。私はニーズのあ
る子どもたちの特性を各種評価から掘り下げ、必
要に応じた方法や支援を提供するとともに、将来
教員を目指す学生たちにそうした方法を伝えなが
ら、早期発見を目指す研究プロジェクトなどを進
めています。また、読み書きだけでなく、言語や
コミュニケーションを支援する効果的な方法につ
いてもゼミの学生たちとともに取り組んでいます。

通常学級に在籍する発達障害児(LD含む)の実態
• H24年全国(岩⼿・宮城・福島を除く)の公⽴の⼩・
中学校通常級に在籍する児童・⽣徒対象(53,882⼈)

学習が著しく困難
4.5％行動が著しく困難

3.6％

全部で6.5％!

クラスに1～2人はいる？

読み書きの困難さ（LD）
境界知能（全体的に低め）など

「どんな方法が合っている?」
個別評価の様子→

教育学部

人文社会科学
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写真

キーワード 重症心身障害、コミュニケーション支援、心拍指標、NIRS

専門分野 重度重複障害教育、医療的ケア、病弱教育、障害児生理学

研究の目的、概要、期待される効果

我々の研究室では、重症心身障害をもつ子ど
もや大人が社会生活を過ごすために自立に向け
た支援や教育や、地域で暮らしやすくなるため
の研究を行っています。

重症心身障害とは、身体の麻痺等のために重
度の運動障害をもち、発達が非常にゆっくりで
ある重度の知的障害をあわせもった障害です。
重症心身障害があると、身体を動かすことが難
しいために周囲の人から話しかけられたりした
時に応答していることが分かりにくかったり、
本人の意思を周囲が理解することが難しかった
り、コミュニケーションに大きく困難を抱える
ことが多いです。

重症心身障害児者の内面を客観的に評価する
ことで、周囲の人とコミュニケーションがス
ムーズに行っていけるようになり、自立や社会
参加がしやすくなることが期待できます。

内面を客観的に評価するために、本研究室で
は、重症心身障害児者の心拍や脳機能のデータ
を測定し分析を行っています。

また最近では、重症心身障害児者だけでなく、
病気のために長期入院をしている子どもたちへ
の教育支援や生活支援にも取り組んでいます。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

S1‐S2パラダイム時のHb濃度変化（左）と心拍反応（右）

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・重度の障害児・者の支援に取り組んでいる教
育以外の他の職種
・最新のICT技術を生かす領域を探している研
究関係者

重度の障害児への教育や支援や、地域生活へ
の支援に取り組んでいます。

長期療養（入院）が必要な子どもたちへの教
育支援にも取り組んでいます。

重症心身障害児のコミュニケーション支援

人文社会科学系 准教授

渡邉 流理也 WATANABE Ruriya

関連する
知的財産
論文 等

・渡邉流理也他（2004）「視覚障害を伴う重症心身障害児における期待心拍反応の生起と脳形態所見との関係」，
『日本重症心身障害学会誌』，第29巻３号，pp．231-237．

・渡邉流理也他（2005）「脳酸素機能マッピングを用いた重症児の教育指導効果の評価法」，『日本重症心身障害
学会誌』，第30巻3号，pp．265-270．

・渡邉流理也（2017）「肢体不自由特別支援学校在籍児のコミュニケーション機能評価の検討：行動評価とNIRS
による脳機能評価から」，『新潟大学教育学部研究紀要人文社会学編』10巻１号，pp31-39．

障害児生理学研究室

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

教育学部

人文社会科学

WEBｻｲﾄ⇒

アメリカで購入した性的マイノリティ関連資料など

サンフランシスコ、ピンクトライアングルパークにて。

キーワード 近代家族概念、家族の価値、LGBT、同性婚、夫婦別姓

専門分野 法学、法社会学、社会学、ジェンダー、憲法

研究の目的、概要、期待される効果

関連する
知的財産
論文 等

小泉 明子「『家族の価値』が意味するもの」落合恵美子・橘木俊昭編『変革の鍵としてのジェンダー』（2015年、
ミネルヴァ書房）

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・性的マイノリティやジェンダーステロタイプ
改善に意欲的であったり、生きにくい日本の社
会構造に関心をお持ちの学校、企業、自治体、
NPOなど。

近代家族概念とその変容を通じて社会をどう
把握していくか、また性的マイノリティと言わ
れる方々の法的、社会的包摂をどう考えていく
かが重要だと思っています。

法律学・政治学研究室

人文社会科学系 准教授

小泉 明子 KOIZUMI Akiko 

近代家族概念はどのように変容しているか

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

近代家族概念（異性婚夫婦とその子からなる家
族）が法および政策にどのような影響を与えてい
るか、また家族概念がどのように変容しているか
について研究しています。私領域として情緒的に
語られがちな家族ですが、特に近代以降国民国家
化に伴い、家族は国力の基盤として政治、法政策
の対象として政治に組み込まれてきました。家族
概念をめぐり、どのように法政策が動いているか
が主たる研究関心です。

これまで、アメリカ合衆国を対象に、性的マイ
ノリティである同性愛者たちが同性婚を求める権
利運動について研究してきました。同性婚を認め
る国は2019年現在世界で27か国となり、アメリ
カでも2015年に認められています。しかし、同
性婚は伝統的家族概念や家族の価値を壊すとして、
保守派から様々なバックラッシュが生じました。
これらのバックラッシュがどのようなものであっ
たか、その中で近代家族イデオロギーがどのよう
に用いられてきたかについて研究してきました。

最近、興味があるのは夫婦別姓問題です。なぜ
諸外国が夫婦別姓を認める中、日本では夫婦別姓
が認められないのか。名前は権力行使と結びつく
という観点から、別姓を求める当事者等に聞き取
りを行っています。

人文社会科学

教育学部

WEBｻｲﾄ⇒
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写真

キーワード 重症心身障害、コミュニケーション支援、心拍指標、NIRS

専門分野 重度重複障害教育、医療的ケア、病弱教育、障害児生理学

研究の目的、概要、期待される効果

我々の研究室では、重症心身障害をもつ子ど
もや大人が社会生活を過ごすために自立に向け
た支援や教育や、地域で暮らしやすくなるため
の研究を行っています。

重症心身障害とは、身体の麻痺等のために重
度の運動障害をもち、発達が非常にゆっくりで
ある重度の知的障害をあわせもった障害です。
重症心身障害があると、身体を動かすことが難
しいために周囲の人から話しかけられたりした
時に応答していることが分かりにくかったり、
本人の意思を周囲が理解することが難しかった
り、コミュニケーションに大きく困難を抱える
ことが多いです。

重症心身障害児者の内面を客観的に評価する
ことで、周囲の人とコミュニケーションがス
ムーズに行っていけるようになり、自立や社会
参加がしやすくなることが期待できます。

内面を客観的に評価するために、本研究室で
は、重症心身障害児者の心拍や脳機能のデータ
を測定し分析を行っています。

また最近では、重症心身障害児者だけでなく、
病気のために長期入院をしている子どもたちへ
の教育支援や生活支援にも取り組んでいます。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

S1‐S2パラダイム時のHb濃度変化（左）と心拍反応（右）

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・重度の障害児・者の支援に取り組んでいる教
育以外の他の職種
・最新のICT技術を生かす領域を探している研
究関係者

重度の障害児への教育や支援や、地域生活へ
の支援に取り組んでいます。

長期療養（入院）が必要な子どもたちへの教
育支援にも取り組んでいます。

重症心身障害児のコミュニケーション支援

人文社会科学系 准教授

渡邉 流理也 WATANABE Ruriya

関連する
知的財産
論文 等

・渡邉流理也他（2004）「視覚障害を伴う重症心身障害児における期待心拍反応の生起と脳形態所見との関係」，
『日本重症心身障害学会誌』，第29巻３号，pp．231-237．

・渡邉流理也他（2005）「脳酸素機能マッピングを用いた重症児の教育指導効果の評価法」，『日本重症心身障害
学会誌』，第30巻3号，pp．265-270．

・渡邉流理也（2017）「肢体不自由特別支援学校在籍児のコミュニケーション機能評価の検討：行動評価とNIRS
による脳機能評価から」，『新潟大学教育学部研究紀要人文社会学編』10巻１号，pp31-39．

障害児生理学研究室

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

教育学部

人文社会科学

WEBｻｲﾄ⇒

アメリカで購入した性的マイノリティ関連資料など

サンフランシスコ、ピンクトライアングルパークにて。

キーワード 近代家族概念、家族の価値、LGBT、同性婚、夫婦別姓

専門分野 法学、法社会学、社会学、ジェンダー、憲法

研究の目的、概要、期待される効果

関連する
知的財産
論文 等

小泉 明子「『家族の価値』が意味するもの」落合恵美子・橘木俊昭編『変革の鍵としてのジェンダー』（2015年、
ミネルヴァ書房）

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・性的マイノリティやジェンダーステロタイプ
改善に意欲的であったり、生きにくい日本の社
会構造に関心をお持ちの学校、企業、自治体、
NPOなど。

近代家族概念とその変容を通じて社会をどう
把握していくか、また性的マイノリティと言わ
れる方々の法的、社会的包摂をどう考えていく
かが重要だと思っています。

法律学・政治学研究室

人文社会科学系 准教授

小泉 明子 KOIZUMI Akiko 

近代家族概念はどのように変容しているか

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

近代家族概念（異性婚夫婦とその子からなる家
族）が法および政策にどのような影響を与えてい
るか、また家族概念がどのように変容しているか
について研究しています。私領域として情緒的に
語られがちな家族ですが、特に近代以降国民国家
化に伴い、家族は国力の基盤として政治、法政策
の対象として政治に組み込まれてきました。家族
概念をめぐり、どのように法政策が動いているか
が主たる研究関心です。

これまで、アメリカ合衆国を対象に、性的マイ
ノリティである同性愛者たちが同性婚を求める権
利運動について研究してきました。同性婚を認め
る国は2019年現在世界で27か国となり、アメリ
カでも2015年に認められています。しかし、同
性婚は伝統的家族概念や家族の価値を壊すとして、
保守派から様々なバックラッシュが生じました。
これらのバックラッシュがどのようなものであっ
たか、その中で近代家族イデオロギーがどのよう
に用いられてきたかについて研究してきました。

最近、興味があるのは夫婦別姓問題です。なぜ
諸外国が夫婦別姓を認める中、日本では夫婦別姓
が認められないのか。名前は権力行使と結びつく
という観点から、別姓を求める当事者等に聞き取
りを行っています。

人文社会科学

教育学部

WEBｻｲﾄ⇒
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平成31年3月31日 佐渡市豊岡 小田原神社にて

平成30年8月12日 佐渡市豊岡夏祭りにて

キーワード 鬼太鼓、地域おこし、芸能伝承、木遣り、限界集落

専門分野 音楽科教育、音響学、特別支援教育（音楽）、幼児教育（音楽）

研究の目的、概要、期待される効果

関連する
知的財産
論文 等

佐渡鬼太鼓におけるリズムの変化(新潟大学教育学部研究紀要 人文・社会科学編 Vol.2 no.2 p.171-174)
大学教育の一環としての佐渡集落における芸能活動の意義(新潟大学教育学部研究紀要人文・社会科学編
Vol.7，No.1, p.127-132)

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・芸能を含む祭りを通して、学校や教育現場
・それらを支援する行政、NPO、地域おこし
協力隊、企業等

佐渡市豊岡地区にお世話になって11年目に
なります。学生や卒業生にとっては、ここが第
二の故郷のようになっています。

森下研究室 WEBｻｲﾄ⇒ 

写真
人文社会科学系 准教授

森下 修次 MORISHITA Shuji

祭りと教育を核とした地域活性化
～ 佐渡市豊岡地区における取組 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

2009年から学生らと共に佐渡市豊岡集落にお
ける小田原神社春季例大祭（毎年3月下旬～4月
上旬実施）を伝承しています。NPO法人佐渡芸能
伝承機構の協力を得ながら１週間同地の佐渡市体
験住宅で寝食を共にし、稽古を続け、祭り本番で
は鬼や獅子を演じました。また、この活動がきっ
かけとなり、地元でも「豊岡地域おこしの会」や
「鬼太鼓保存会」が発足し、活動しています。

お盆頃の豊岡夏祭りには学生も参加しています。
帰郷された方々を含む、豊岡関係者と学生との懇
親の場となっていて、近年は子どもたち等も加わ
り、豊岡の今後のための貴重な場となっています。
夏祭りの実施に当たり2017年より佐渡市の域学
連携地域づくり応援事業の助成を受けています。

ここでの活動は地元・学生双方にメリットがあ
ります。学生は小中学校における音楽教育が専門
であり、鬼太鼓に必須の太鼓演奏は学生の得意と
するところです。夏祭りの子どもたちとのふれあ
いも教員を目指す学生にとってうってつけの活動
であり、また高齢化が進んだ地元にとっても学生
の参加は祭りの存続のみならず活動の励みになる
ようです。

集落の存続に向けてどうするかが悩みながら活
動しています。

教育学部

人文社会科学

社会保障の教科書や医療保険の年鑑など（共著）

ドイツ医療データ集（分担執筆）、依頼原稿掲載の医療政策専門誌

キーワード 公的医療保険、医療提供体制、診療報酬、医療の質、医療アクセス、ドイツ、新潟清酒

専門分野 社会保障法、医療保障法、公共政策

研究の目的、概要、期待される効果

関連する
知的財産
論文 等

〔共著書〕『新 世界の社会福祉 第２巻 フランス／ドイツ／オランダ』（旬報社、2019年）307頁～324頁
〔共著書〕『社会保障の基礎』（東洋経済新報社、2016年）137頁～178頁
〔単著論文〕「ドイツにおける医療の質の確保に関する制度の構造と法体系モデル — 医療提供体制と公的疾病保険

を中心に—」法政理論50巻3・4号（2018年）112頁～239頁 など

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・診療報酬や医療の質の確保に関心のある病院
などの管理者や医療職、保険者の方々
・地域医療に取り組む地方公共団体の方々
・医療の制度や政策に関心のある方々

専門誌での執筆のほか、一般の方々にわかり
やすく医療制度を解説する取組みにも参加して
います。2020年は『世界の病院・介護施設』
（ドイツの病院を担当）が出版される予定です。

田中伸至研究室 http://www.jura.niigata-u.ac.jp/~law-web/teacher_detail.php?id=50b2b7247b514

人文社会科学系 教授

田中 伸至 TANAKA, Shinji

医療保障法による医療費・診療報酬、医療の質の確保、
医療アクセスの調整 ～日本とドイツの比較法を通じて～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

【研究の目的】国民皆保険の下で、「保険あって
医療なし」は許されません。それ故、医療機関へ
のアクセス確保は医療保障法の最重要課題の一つ
なのですが、2025年以降の現役世代急減期には
医療ニーズのピークアウトへの対応なども重なり、
より難しい問題となることが予想されます。また、
医療アクセスの確保は、医療費の抑制・効率化、
医療の質の向上との間の相克関係も踏まえて考え
なければならないテーマです。このため、診療報
酬制度改革による人口減少地域での医療機関の維
持や医療の質の向上と両立する医療アクセス確保
策について研究しているところです。
【研究の対象】研究では、日本とドイツの医療制
度を対象に、その構造や特徴、歴史と課題などを
比較するアプローチを採っています。ドイツの院
内マネジメントや臨床指標データ評価システムな
どによる医療の質の確保、人口流出が進む旧東ド
イツ州での医療アクセス、診療報酬を活用した地
方病院の維持方策などに注目しています。
【研究の効果】人口構造大転換の中で医療保障は
重大な局面を迎えています。医療制度改革、診療
報酬改定、地域医療構想などにおける立法・行政
実務、医業経営や保険者の事業運営、国民の健康
に少しでも役立つ研究を心がけたいと思います。

法学部

人文社会科学
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写真

キーワード アクティブ・ラーニング、模擬授業開発・実施、意思決定理論

専門分野 キャリア形成、高大連携教育、教育工学

研究の目的、概要、期待される効果

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

大学生のキャリア形成
-社会・学校教育との関わりを通して-

関連する
知的財産
論文 等

田中一裕，有森直子，楫貴志，高等学校公民科における出生前診断を事例とした意思決定学習－オタワ個人意思決定
ガイドを応用して－，日本社会科教育学会第68回全国研究大会，2018年11月(学会発表)
田中一裕，大学における主権者教育の実践－NIIGATA選挙カレッジによる意思決定学習－，第29回日本公民教育学
会全国研究大会，2018年6月10日（学会発表）

田中プロジェクトゼミ

ゲストティーチャーを迎えての公開セミナー(2019年5月・7月）

創生学部

人文社会科学系 准教授

田中 一裕 TANAKA Kazuhiro

https://create.niigata-u.ac.jp/

人文社会科学

創生学部がスタートして３年目を迎え、今年か
ら3年生によるプロジェクトゼミが始まりました。

このゼミでは、大学生が次のステップ（進学・
就職・留学など）において、在学中に学ぶべき内
容、獲得すべきスキルなどを明らかにすることを
目的に研究を行っています。これまでの短期的な
目的に向けた大学生活の設計を、社会に出てから
の30年後、50年後の自分自身のキャリア形成を
目的とした大学生活の設計へと意識を変え、社会
や学校教育などとの関わりの中から、キャリア形
成の在り方を明確にすることを目指します。

研究の中心は、大学時代におけるキャリア形成
のために必要な学生の意識の変容プロセスです。
今年度は、県立高等学校における高校生のキャリ
ア形成のための授業開発と実践を行い、また阿賀
町の子ども未来フォーラムではファシリテーター
として小中学生を対象にグループワークを行う予
定です。また、ゼミ学生は個人個人の具体的な研
究テーマを持ち、考察を行っています。

今後、教育関係機関のみならず、子どもから成
人に関わるセミナーやイベントの企画・計画・実
施などを通して社会全体的な活動に積極的に関
わっていくとともに、大学生のキャリア形成にお
ける有効な内容や手法を確立していきます。

・小学生から高校生、成人を対象とするキャリ
ア形成セミナーやイベントを導入・実施したい
分野の学校・自治体・NPO・企業

大学生が主体的に、キャリア形成セミナーや
イベントの企画・開発・実施をおこないます。
また、対象者にあわせた最新の内容・手法など
を取り入れ、有効的に応用します。

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

【集会所の温熱環境改善】

【空き家問題での周知啓発活動と予防策の提案】

キーワード 住教育、住生活、住宅、住環境、公営住宅、空き家問題、地域コミュニティ、防災活動

専門分野 家庭科の住教育、住居学、建築環境工学

研究の目的、概要、期待される効果

関連する
知的財産
論文 等

被災地外の避難所における生活環境の実態（東日本大震災合同調査報告書, 建築編8, 2015）
新潟県営住宅における居住問題と集会所の多目的活用に関する研究（日本建築学会北陸支部報告集, 62号, 2019）
周知・啓発による空き家問題の予防策の検討（新潟大学教育学部紀要, 第12巻, 1号, 2019）

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・公営住宅における住環境の改善や地域コミュ
ニティの形成及び防災体制の構築を一緒に行え
る自治体。空き家問題の予防的な取り組みに賛
同・実践していただける自治体。

居住者の観点から、居住性や住環境の問題及
び社会や地域の諸問題について、実測・アン
ケート調査などにより把握し対策などを提示す
る研究と、実践的な活動を行っています。

飯野研究室（住居学研究室） WEBｻｲﾄ⇒ http:/

写真
人文社会科学系 教授

飯野 由香利 ＩＩＮＯ Yukari

公営住宅での居住性の改善と空き家問題の予防策
～安全・健康・快適な住生活に向けて～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

共通・他の領域

社会における高齢化、貧困化と建物の老朽化な
どの動向を踏まえて、本研究室では人々が安全で
快適に住まうことのできる拠点作りや地域コミュ
ニティの形成を目指して実践研究を行っています。
例えば、公営住宅の自治会と協働して、集会所の
温熱環境改善のために床面に断熱材とカーペット
及び小屋裏に断熱材を敷設、冬期に窓面に断熱材
やすきまテープを設置、夏期における通風時及び
エアコンと扇風機との併用時の温熱環境の改善策
の提案などを行い、集会所を住民の生活拠点（自
治会活動や子どもの居場所、及び省エネな場所な
ど）にするための仕組み作りや防災活動の支援を
行っております。さらに、住環境で問題になって
いる夏期の熱中症対策や冬期のヒートショック対
策を提示し、実測やアンケート調査などにより検
証を行っています。

一方、人口減少に伴う空き家問題は自治体の都
市計画の実施及び地域の治安や良好な景観の確保
を妨げ、財政上の大きな負担になることが懸念さ
れます。空き家問題の対策はリノベーションやリ
フォームが多いですが、実施数は限定的で時間も
労力もかかります。高齢者に向けた空き家問題の
周知啓発活動と、家主が自主的に持ち家の相続や
処分を考える予防的な仕組みを考案し、自治体へ
の取り組み方法の提案を行っています。

床面に断熱材とカーペットを敷設

小屋裏に断熱材を敷設 窓面の断熱性能の向上 エアコンの設置

高齢者への周知啓発講義と資料

家主が家の今後を検討するためのフローチャート

カーペット 断熱材

フローリング

断熱材

エアコン
断熱材気泡

緩衝材

教育学部


